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る
。
現
在
、
１３
工
場
中
７

工
場
が
タ
ン
ク
設
置
や
Ｊ

Ｉ
Ｓ
取
得
な
ど
Ｆ
Ａ
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
骨
材
動

向
に
よ
っ
て
は
常
願
寺
川

水
系
の
砂
利
を
使
っ
た
Ｆ

Ａ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
標
準

化
も
模
索
し
て
い
る
。

４
～
６
月
の
生
コ
ン
出

荷
量
は
前
年
同
期
に
比
べ

８
・
２
％
減
の
５
万
２
千

逢
だ
っ
た
。
昨
年
度
は
前

年
度
か
ら
引
き
続
い
た
県

立
美
術
館
や
八
尾
中
核
工

業
団
地
で
の
工
場
立
地
が

旺
盛
だ
っ
た
こ
と
の
反
動

減
で
あ
る
。
今
年
は
富
山

駅
前
の
桜
町
１
丁
目
と
市

中
心
地
の
総
曲
輪
３
丁
目

再
開
発
工
事
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
い
る
ほ
か
、
マ
ン

シ
ョ
ン
工
事
が
複
数
あ
る

が
、「
昨
年
度
、
大
き
な
比

重
を
占
め
た
大
型
病
院
新

築
工
事
分
が
落
ち
込
む
懸

念
が
あ
る
」（
同
）。

懸
案
事
項
と
し
て
ス

ポ
ッ
ト
工
事
が
昨
年
同
期

と
比
べ
３
０
０
０
逢
減
っ

て
い
る
。
協
組
で
は
「
２

～
３
年
前
か
ら
ス
ポ
ッ
ト

工
事
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
か
つ
て
は
年
間
８
万

逢
近
く
あ
っ
た
が
、
昨
年

度
は
７
万
逢
程
度
だ
っ

た
。
今
年
度
は
７
万
逢
を

割
り
込
む
可
能
性
が
高

い
。
万
が
一
、
６
万
逢
を

割
っ
た
ら
非
常
事
態
だ
」

（
同
）。ス
ポ
ッ
ト
工
事
が

落
ち
て
い
る
理
由
は
何
な

の
か
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
。「
公
共
工
事
の

小
型
物
件
が
減
っ
て
い
る

た
め
な
の
か
、
民
間
の
小

口
工
事
が
不
振
な
の
か
分

か
ら
な
い
。
た
だ
、
住
宅

着
工
件
数
は
集
合
住
宅
な

ど
が
減
っ
て
い
る
が
、
戸

建
住
宅
は
悪
く
な
い
。
通

年
で
ス
ポ
ッ
ト
工
事
が
大

幅
減
に
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
今
後
の
協
組
運
営
も

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
」

（
同
）。

同
協
組
で
は
通
期
で
前

年
度
比
４
・
２
％
減
の
２４

万
逢
と
想
定
す
る
。

需
要
が
減
少
す
る
中
、

協
組
で
は
昨
年
度
に
集
約

化
の
前
段
階
と
し
て
「
プ

ラ
ン
ト
Ｊ
Ｖ
制
度
」
を
導

入
し
た
。
昨
年
度
は
１１
社

１０
工
場
が
参
画
し
、
４
グ

ル
ー
プ
を
形
成
し
た
。
今

年
度
は
一
部
組
み
換
え

て
、７
社
７
工
場
が
参
画
、

３
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て

い
る
。
１
グ
ル
ー
プ
は
昨

年
度
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
だ

が
、
残
る
２
グ
ル
ー
プ
は

同
一
商
社
系
列
の
グ
ル
ー

プ
と
、
同
一
セ
メ
ン
ト

ユ
ー
ザ
ー
の
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
た
。
同
制
度
は
集

約
化
に
向
け
た
連
携
強
化

の
一
環
で
、
お
互
い
の
状

況
を
理
解
し
、
将
来
的
に

集
約
化
を
考
え
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
見
込
む
。

現
時
点
で
は
富
山
骨
販

の
値
上
げ
要
請
は
な
い
が

「
今
後
の
状
況
を
見
極
め

て
値
上
げ
を
打
ち
出
し
て

く
る
可
能
性
が
高
い
」

（
同
）
と
い
う
。
富
山
骨

販
で
は
県
下
同
一
価
格
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
他
の

地
区
も
同
様
に
値
上
げ
を

打
ち
出
せ
る
か
ど
う
か
不

透
明
で
あ
る
。

ま
た
、
常
願
寺
川
水
系

の
砂
利
を
使
用
す
る
こ
と

も
模
索
し
て
い
る
。
常
願

寺
川
水
系
の
砂
利
は
ア
ル

カ
リ
シ
リ
カ
反
応
（
Ａ
Ｓ

Ｒ
）
が
懸
念
さ
れ
る
「
Ｂ

骨
」
と
さ
れ
て
お
り
、
一

部
の
組
合
員
だ
け
が
利
用

し
て
い
る
。
し
か
し
、
砂

利
供
給
に
懸
念
が
出
る
以

上
、
本
格
的
に
利
用
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｒ
対
策
と
し

て
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
（
Ｆ

Ａ
）を
利
用
す
る
方
向
で
、

県
や
富
山
市
な
ど
に
は
Ｆ

Ａ
の
標
準
使
用
を
要
望
す

取
が
で
き
な
い
状
態
が
続

き
、
神
通
川
水
系
や
黒
部

川
水
系
の
砂
利
に
切
り
替

え
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い

る
。「
早
月
川
水
系
で
は
、

砂
利
採
取
の
際
の
地
元
同

意
が
困
難
な
事
態
と
な
っ

て
お
り
、
現
時
点
で
解
決

の
メ
ド
が
立
っ
て
い
な

い
。こ
の
事
態
を
受
け
て
、

県
下
全
域
で
も
砂
利
採
取

許
可
の
見
直
し
が
進
め
ら

れ
、
一
部
で
は
供
給
不
安

に
陥
る
可
能
性
が
出
て
い

る
」（
協
組
）。
神
通
川
水

系
の
砂
利
は
６
工
場
が
依

存
し
て
い
る
が
、
各
工
場

と
も
砂
利
供
給
に
不
安
を

感
じ
始
め
て
い
る
。

（
山
田
静
宏
理
事
長
）
員

か
ら
購
入
し
て
い
る
。
し

か
し
、
早
月
川
水
系
の
砂

利
を
陸
掘
り
し
て
い
た
滑

川
市
で
不
適
切
な
埋
め
戻

し
が
あ
り
、
２
０
１
５
年

に
「
滑
川
市
砂
利
採
取
業

の
規
制
等
に
関
す
る
条

例
」
が
成
立
、
施
行
さ
れ

て
い
る
。

同
条
例
の
施
行
で
事
実

上
早
月
川
水
系
で
砂
利
採

ら
も
２０
年
目
の
節
目
を
迎

え
た
。

節
目
の
年
に
合
わ
せ
て

記
念
誌
（
写
真
）
を
作
成

し
た
。
組
合
員
の
概
要
や

組
合
役
員
の
歴
史
が
一
目

で
分
か
る
内
容
で
あ
る
。

表
紙
や
挿
絵
は
今
年
３
月

ま
で
協
組
営
業
部
員
を
務

め
た
木
村
勲
氏
（
元
あ
づ

ま
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
常

務
取
締
役
）
が
描
い
た
。

表
紙
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
よ

る
ド
ッ
ト
絵
で
作
画
さ
れ

て
い
る
。

総
会
に
あ
わ
せ
て
記
念
式

典
を
行
っ
た
。
同
協
組
は

１
９
７
６
年
に
１１
社
１１

１２
工

場
１
賛
助
会
員
の
体
制
で

発
足
。
ま
た
、
９６
年
に
共

販
事
業
を
開
始
し
、
こ
ち

富
山
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
は
今
年
、
設
立

４０
周
年
を
迎
え
、
５
月
の

設
立
４０
周
年
で

記
念
誌
を
作
成

骨
材
供
給
に
不
安

常
願
寺
水
系
砂
利
を
検
討

富山協組

は
山
間
部
割
増
を
設
定
し

て
い
る
。
砂
防
堰
堤
工
事

で
同
エ
リ
ア
に
出
荷
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う
。

協
組
で
は
滑
川
市
の
条

例
に
よ
り
エ
リ
ア
内
の
早

月
川
水
系
の
砂
利
掘
削
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
受
け
て
、
骨
材
の
供

給
動
向
で
は
生
コ
ン
値
上

げ
も
必
要
と
い
う
。
協
組

員
は
早
月
川
水
系
か
ら
黒

部
川
水
系
に
骨
材
を
変
更

し
た
た
め
供
給
懸
念
は
な

い
が
、
富
山
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
エ
リ
ア

で
砂
利
の
需
要
が
逼
迫
し

て
お
り
、
富
山
県
骨
材
販

売
協
同
組
合
（
山
田
静
宏

理
事
長
）
が
値
上
げ
を
模

索
し
て
い
る
も
よ
う
。
そ

の
動
向
次
第
で
来
年
度
の

値
上
げ
実
施
を
検
討
す

る
。

年
度
は
３１
万
３
千
逢
ま
で

出
荷
が
伸
び
た
。
新
幹
線

工
事
終
息
後
は
減
少
し
、

２０
万
逢
前
後
で
推
移
し
て

い
た
が
、
昨
年
度
は
大
幅

減
の
１４
万
２
千
逢
と
過
去

最
低
だ
っ
た
。
協
組
で
は

「
か
つ
て
は
官
公
需
向
け

出
荷
だ
け
で
１４
万
～

１４

１５
万

逢
あ
っ
た
が
、
１５
年
度
か

ら
１０
万
逢
弱
ま
で
減
っ
て

い
る
。
民
需
は
Ｙ
Ｋ
Ｋ
関

連
設
備
投
資
が
あ
れ
ば
増

え
る
が
、
な
い
年
は
相
当

厳
し
い
」
と
い
う
。
４
～

６
月
出
荷
は
前
年
同
期
比

２１
・
８
％
増
の
４
万
４
千

逢
だ
っ
た
が
、「
大
型
工
事

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
先
行
き
の
見
通
し
も

厳
し
く
、
現
時
点
で
予
想

は
修
正
し
て
い
な
い
」（
協

組
）
と
い
う
。

市
況
は
１４
年
４
月
に
１

万
４
８
０
０
円
（
２１
・
２１
１８
・

２５
）
に
改
定
し
、
す
で
に

建
設
物
価
の
表
示
価
格
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
小
型
割
増
を
設
け
て

い
る
ほ
か
、
山
間
部
（
宇

奈
月
温
泉
街
よ
り
山
側
）

ク
で
、
そ
の
後
出
荷
減
が

続
い
て
い
る
。
今
年
度
は

前
年
度
比
１
・
４
％
減
の

１４
万
逢
と
想
定
す
る
。

共
販
事
業
を
開
始
し
た

２
０
０
５
年
度
は
２５
万
３

千
逢
の
出
荷
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
北
陸
新
幹
線
工

事
や
大
波
発
生
後
の
防
波

堤
工
事
な
ど
が
あ
っ
た
０９

に
設
立
４０
周
年
を
迎
え

る
。
北
陸
自
動
車
道
工
事

が
あ
っ
た
昭
和
５０
年
代
半

ば
か
ら
公
共
投
資
が
多

か
っ
た
平
成
初
期
が
ピ
ー

新
川
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
富
山
県
黒
部

市
、
６
社
６
工
場
、
大
愛

富
美
子
理
事
長
）
は
９
月

官
公
需
向
け
が
激
減
予
想

値
上
げ

骨
材
動
向
次
第
で
検
討

新川協組

み
、
応
援
な
ど
様
々
な
課

題
に
対
し
協
会
を
通
じ
情

報
交
換
を
行
う
。
ま
た
、

中
村
会
長
は
北
陸
地
区
に

も
東
海
地
区
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
有
限
責
任
事
業
組

合
（
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）
の
よ
う
な

組
織
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

そ
こ
で
全
圧
連
未
加
入

の
石
川
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

圧
送
事
業
協
同
組
合
に
加

盟
を
促
し
、
そ
の
後
富
山

県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
事

業
協
同
組
合
を
交
え
、
３

団
体
で
広
域
的
に
共
同
受

注
や
傭
車
の
手
配
で
き
る

組
織
設
立
を
目
指
す
。
ま

ず
、
石
川
圧
送
協
組
に
東

海
・
北
陸
の
圧
送
業
者
で

構
成
す
る
中
部
圧
送
事
業

団
体
連
合
会
（
中
圧
連
）

に
呼
び
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
。

足
し
、
全
国
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
事
業
団
体
連
合
会

に
入
会
し
た
。
中
村
光
宏

氏
（
川
端
工
業
代
表
取
締

役
社
長
）が
会
長
に
就
き
、

川
端
工
業
（
福
井
市
）、
東

協
、（
大
野
市
）、
平
成
ポ

ン
プ
ク
リ
ー
ト（
敦
賀
市
）

が
加
盟
す
る
。

協
会
発
足
に
つ
い
て
中

村
会
長
は
「
情
報
交
換
で

き
る
組
織
が
必
要
だ
っ

た
」
と
指
摘
す
る
。
仕
事

の
状
況
や
技
術
的
取
り
組

福
井
県
圧
送
協
会
が
発中村会長

３
社
で
圧
送
協
会
発
足

広
域
組
織
の
設
立
目
指
す

福井

賀
エ
リ
ア
で
約
９０
台
あ
る

が
、
今
後
出
荷
が
１
～
２

割
出
荷
が
増
え
、
さ
ら
に

タ
イ
ト
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
輸
送
や
供
給

懸
念
へ
の
対
応
を
進
め
な

い
と
い
け
な
い
」（
村
井
理

事
長
）。

新
幹
線
以
外
の
工
事
は

依
然
と
し
て
低
調
だ
。
３５

万
逢
の
見
通
し
の
う
ち
新

幹
線
向
け
が
約
２０
万
逢

で
、
残
り
が
他
の
公
共
工

事
や
民
間
工
事
で
あ
る
。

昨
年
は
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の

建
設
工
事
が
あ
っ
た
が
、

今
年
は
こ
れ
ら
の
工
事
が

な
い
。

現
時
点
で
車
両
不
足
に

陥
っ
て
い
な
い
が
、「
南
加

～
敦
賀
）
が
本
格
化
し
、

出
荷
が
急
増
し
て
い
る
。

今
年
度
の
出
荷
は
前
年
度

比
７６
・
８
％
増
の

７６

３５
万
逢

と
想
定
し
て
い
る
が
、
上

振
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

４
～
６
月
出
荷
量
は
前

年
同
期
比
２
・
２
倍
の
８

万
７
千
逢
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
北
陸
新
幹

線
延
伸
工
事
は
金
沢
地
区

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組

合
と
の
境
で
あ
る
手
取
川

か
ら
福
井
県
境
に
か
け
て

約
３０
娃
区
間
。
現
在
は
杭

工
事
が
本
格
化
し
て
い

る
。
村
井
理
事
長
は
「
小

松
市
内
は
地
盤
が
悪
く
、

支
持
層
到
達
ま
で
約
３０
斡

掘
削
す
る
。
杭
１
本
当
た

り
５０
～
５０

８０
逢
程
度
打
込

み
、
多
い
と
こ
ろ
は
１
４

０
逢
に
達
し
て
い
る
」
と

い
う
。
一
部
は
基
礎
工
事

に
移
っ
て
お
り
、
同
工
事

は
「
３
年
程
度
続
く
だ
ろ

う
」（
池
本
英
史
副
理
事

長
）
と
見
通
す
。
エ
リ
ア

内
の
ト
ン
ネ
ル
は
２
本

で
、
大
半
が
高
架
橋
だ
。

新
幹
線
向
け
の
出
荷
急

増
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
傭
車
の
確
保
だ
。

南
加
賀
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
協
同
組
合
（
石
川
県
小

松
市
、
１２
社
８
工
場
、
村

井
富
雄
理
事
長
）
は
北
陸

新
幹
線
延
伸
工
事
（
金
沢 村井理事長

新
幹
線
工
事
が
本
格
化

１７
年
度

１７

７７
％
増
の

１７

７７

３５
万

南加賀協組

小松駅前の新幹線工事も本格化

る
。
ま
た
、
粗
骨
材
も
含

め
、
石
川
県
か
ら
調
達
す

る
動
き
も
あ
り
、
骨
材
の

値
上
げ
も
懸
念
さ
れ
る
。

髙
﨑
理
事
長
は
「
骨
材
確

保
が
厳
し
く
な
る
こ
と
へ

の
問
題
意
識
は
持
っ
て
い

る
。
骨
材
価
格
は
昨
夏
と

今
年
４
月
に
値
上
が
り
し

て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
値

上
げ
を
打
ち
出
す
可
能
性

も
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

そ
こ
で
協

組
で
は
生
コ

ン
価
格
の
引

き
上
げ
も
視

野
に
入
れ

る
。「
骨
材
価

格
だ
け
で
な

く
、
傭
車
や

人
件
費
、
設

備
更
新
費
な

ど
様
々
な
コ

ス
ト
ア
ッ
プ

が
見
込
ま
れ

る
。
す
ぐ
に

打
ち
出
す
予

定
は
な
い

が
、
将
来
を

見
据
え
る
必
要
が
あ
る
」

（
髙
﨑
理
事
長
）。北
陸
新

幹
線
工
事
終
息
後
は
集
約

化
な
ど
も
模
索
す
る
た

め
、
集
約
化
に
向
け
た
環

境
づ
く
り
も
必
要
に
な
る

と
見
込
む
。

福
井
の
表
示
価
格（
２１
・

１８
・
１８

２５
）
は
１
万
３
０
０

０
円
（『
建
設
物
価
』
８
月

号
）
と
か
つ
て
の
安
値
市

場
を
脱
し
て
い
る
。

工
事
は
中
部
縦
貫
自
動
車

道
工
事
が
終
息
し
、
足
羽

川
ダ
ム
付
帯
工
事
の
み

だ
。現

在
は
出
荷
が
落
ち
着

い
て
い
る
た
め
影
響
は
少

な
い
が
、
今
後
北
陸
新
幹

線
工
事
が
本
格
化
し
た
時

に
懸
念
さ
れ
る
の
が
骨
材

の
供
給
問
題
。
特
に
細
骨

材
の
需
給
が
厳
し
く
な
る

見
通
し
だ
。
福
井
地
区
で

は
芦
原
産
の
砂
を
使
用
し

て
い
る
が
、
資
源
枯
渇
問

題
が
あ
り
、
供
給
懸
念
が

発
生
す
る
可
能
性
も
あ

摘
が
あ
る
。
昨
年
度
中
に

県
内
用
地
買
収
率
１
０
０

％
を
目
指
し
て
い
た
が
、

６
月
２０
日
時
点
で

２０

９２
％
と

遅
れ
て
い
る
。
工
事
着
手

率
も
８８
％
で
、
今
後
の
生

コ
ン
出
荷
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
髙
﨑
理
事
長

は
「
工
事
の
遅
れ
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
出
荷
が
集

中
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
。
傭
車
確
保
な
ど
も

難
し
く
な
る
」
と
話
す
。

今
月
も
新
幹
線
工
事
向
け

の
出
荷
は
少
な
く
、
生
コ

ン
出
荷
が
本
格
化
す
る
の

は
９
月
以
降
と
み
ら
れ

る
。
新
幹
線
以
外
の
大
型

事
長
）
は
北
陸
新
幹
線
延

伸
工
事
の
本
格
化
に
伴

い
、
今
年
度
出
荷
量
を
前

年
度
比
９
・
６
％
増
の
４３

万
４
千
逢
（
員
外
２
社
３

工
場
含
む
）
と
見
込
む
。

し
か
し
、
新
幹
線
工
事
は

依
然
遅
延
気
味
で
、
４
～

６
月
出
荷
量
は
前
年
同
期

比
５
・
５
％
減
の
９
万
３

千
逢
と
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
。新

幹
線
工
事
の
遅
延
に

つ
い
て
地
元
一
般
紙
な
ど

で
は
用
地
買
収
の
遅
れ
に

よ
る
着
工
遅
れ
と
い
う
指

福
井
嶺
北
地
区
生
コ
ン

協
同
組
合
（
福
井
市
、
７

社
７
工
場
、
髙
﨑
俊
二
理

髙﨑理事長

出
荷
集
中
を
懸
念

新
幹
線
工
事
の
遅
延
で

福井嶺北協組

新幹線工事遅れに懸念も

増
の
９
万
８
千
逢
だ
っ

た
。
北
川
理
事
長
は
「
東

京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市

か
ら
金
沢
に
移
り
住
む
人

が
増
え
て
お
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
住
宅
投
資

が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
）
効
果
で
ホ
テ
ル
需

要
も
旺
盛
で
金
沢
駅
前
や

香
林
坊
で
複
数
の
ホ
テ
ル

建
設
が
進
む
」
と
話
す
。

金
沢
駅
東
口
で
今
年
３
月

に
営
業
を
終
え
た
都
ホ
テ

ル
の
建
て
替
え
工
事
、
同

駅
西
口
に
建
設
が
決
ま
っ

た
外
資
系
大
型
ホ
テ
ル
な

ど
も
今
後
の
民
間
物
件
と

し
て
予
定
さ
れ
て
お
り
、

当
面
は
好
調
に
推
移
す
る

と
見
込
む
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
金
沢
港
の
岸
壁
耐
震

補
強
工
事
で
大
型
客
船
の

寄
港
も
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
さ
ら
に
投
資
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
。こ

う
し
た
中
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
骨
材
確

保
で
あ
る
。
金
沢
の
生
コ

ン
業
者
の
多
く
は
手
取
川

産
の
砂
利
を
使
用
し
て
い

る
が
、
隣
接
す
る
南
加
賀

エ
リ
ア
や
福
井
県
の
北
陸

新
幹
線
工
事
で
出
荷
が
見

込
ま
れ
、
骨
材
確
保
が
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
協

組
で
は
砂
利
業
者
か
ら
値

上
げ
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
生
コ
ン
の
値
上
げ
も
検

討
す
る
。

ま
た
、
石
灰
石
骨
材
の

使
用
も
検
討
し
て
い
る
。

近
隣
の
石
灰
石
の
産
地
は

新
潟
県
糸
魚
川
市
が
近

く
、
金
沢
港
ま
で
海
送
す

れ
ば
運
賃
も
抑
え
ら
れ
る

と
い
う
。
石
川
県
で
は
七

尾
地
区
な
ど
が
す
で
に
石

灰
石
骨
材
を
使
用
し
て
い

る
と
い
い
、
金
沢
も
骨
材

事
情
が
悪
化
し
た
場
合
に

備
え
、
代
替
骨
材
の
検
討

が
必
要
と
い
う
。
北
川
理

事
長
は
「
石
灰
石
は
非
常

に
良
く
、
代
替
骨
材
と
し

て
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
」
と
話
し
、
骨
材
の
需

給
状
況
を
み
な
が
ら
検
討

す
る
。

は
白
山
市
松
任
の
白
山
車

両
基
地
か
ら
能
美
市
境
の

手
取
川
橋
梁
ま
で
を
同
協

組
員
が
出
荷
予
定
で
、
今

年
度
は
７
万
逢
強
と
想
定

し
て
い
る
。

出
足
は
好
調
で
４
～
６

月
の
出
荷
量
は
１０
・
７
％

る
。
一
方
、
出
荷
は
民
需

を
中
心
に
金
沢
市
内
の
工

事
が
堅
調
に
推
移
、
今
年

度
は
増
加
を
見
込
む
。

金
沢
地
区
は
か
つ
て
全

社
が
協
組
に
加
入
し
て
い

た
が
、
２
０
１
４
年
３
月

末
に
１
社
が
協
組
を
脱
退

し
た
。
さ
ら
に
、
斫
解
体

業
グ
ル
ー
プ
が
工
場
を
新

設
し
、
今
年
４
月
に
竣
工

し
た
。
こ
の
う
ち
、
工
場

新
設
社
は
北
川
理
事
長
自

ら
接
触
し
、
協
組
加
入
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
い

る
。「
新
設
社
は
ま
だ
Ｊ
Ｉ

Ｓ
を
取
得
し
て
い
な
い

が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

い
ず
れ
は
取
得
す
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
ま
で
に
協
組
加

入
交
渉
を
進
め
、
市
場
の

安
定
化
を
図
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
す
で
に
、
関
係

者
と
会
っ
て
お
り
、
加
入

に
向
け
て
具
体
的
に
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
る
」（
北

川
理
事
長
）。協
組
内
で
も

加
入
に
向
け
シ
ェ
ア
の
拠

出
方
法
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
細
か

い
条
件
の
整
備
を
進
め
る

も
よ
う
だ
。

１４
年
に
脱
退
し
た
会
社

と
は
「
関
係
者
を
交
え
、

交
渉
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
具
体
的
な
進
展

は
な
い
」（
同
）と
い
う
。た

だ
、
将
来
の
生
コ
ン
市
場

の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
て
お
り
、
節
度

あ
る
経
営
が
必
要
と
の
認

識
で
一
致
し
て
い
る
。

金
沢
地
区
の
出
荷
は
好

調
を
維
持
し
て
い
る
。
今

年
度
の
出
荷
量
は
前
年
度

比
０
・
９
％
増
の
４４
万
逢

と
想
定
す
る
。
こ
の
う
ち

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
で

金
沢
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
（
金
沢

市
、
２０
社
２０

１４
工
場
、
北
川

博
理
事
長
）
は
員
外
２
社

の
協
組
加
入
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の
１
社
は
協
組
加
入

に
前
向
き
と
見
ら
れ
、
北

川
理
事
長
が
中
心
と
な
っ

て
加
入
交
渉
を
行
っ
て
い 北川理事長

員
外
２
社
の
加
入
促
進

代
替
骨
材
の
検
討
課
題
に

金沢協組

３月に営業を終えた金沢駅前の都ホテル

富
山
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
富
山
市
、
１４

社
１３
工
場
、
酒
井
正
人
理

事
長
）
は
骨
材
の
安
定
供

給
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
。
供
給
不
安
に
加
え
て

従
来
の
水
系
以
外
の
砂
利

利
用
や
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
標
準
化

要
望
を
加
速
化
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

富
山
協
組
員
の
各
工
場

は
早
月
川
水
系
も
し
く
は

神
通
川
水
系
の
砂
利
を
富

山
県
骨
材
販
売
協
同
組
合

桜町１丁目再開発工事
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